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This paper is devoted to the later City Beautiful Movement， and aims to clarify thc 
characteristics of its planning and politics for realizing the planning， by adducing four 
cities as instances. The paper begins with an analysis of thc reorganizatioll of the rail 
traffic in Kansas City， and the achievemcnt of the magnificent Union Station which was 
a attractive complement to the park and boulevard systcm in Kansas City. The analysis 
goes to discuss Seattle where the City Beautiful was replldiatcd when thc comprchensivc 
Bogue plan failed at thc poll. His plan was too cxpensive， primitive， and insensitive to 
the topography of Seattle. Neither Kansas City nor Seattle secured the civic cent.cr， 
but the civic center project was triumphed in Denver where a boss politician had bccn 
producing a series of civic plans and had succeeded in its campaign by using the City 
Beautiful tactics. Lastly， inDallas， the comprchensive City Beautiful planning was 
commcnced in the late City Beautiful era but faded out without its real purpose， inthe 























































まれ、アメリカ建築界の長老として知られるリチヤード・モーリス・ハント CRichardMorris H 
unt)の甥にあたる建築家である。ジヱービス・ハントの新駅舎計画への関わりは1901年という早
い時期にまで遡る。この年に鉄道側がハントと 2組の建築設計事務所、すなわちダニエル・パー
ナム建築設計事務所 (D.H.Burnhamand Company)とホイット・カットラー建築設計事務所(Hoi 














































































た。大きなノース・テラス・パーク (NorthTerrace Park)とスウォープ・パーク (SwopePark) 
はブルバードの鎖で結ばれ、多くの公園やパークウェイには競泳用プールやテニスコート、遊具、
レクリエーシヨン施設が配された。幾何学的街路景観を創り出しているパセオ (Paseo)の西側で
は、ギルハム・ロード (Gi llham Road)とロックヒル・ロード (Rockhi1 Road)が南北に建設さ
れ、スウオープ・パークから東西に走るメイヤー・ブルバード (MeyorBou1evard)と連結された。










































ンに反対派の立場からみる。最初の反対はプランの発表直後の1月25日、 rMunicipal League N 




























































































トル・シビックセンター協会 (SeatleCivic Senter Association)を設立し、ダウンタウン北端
の4番アベニューとプランチヤード・ストリートの場所の利点、を宣伝した。しかし一方で、郡委
員会はダウンタウンの南端に位置し、郡が所有する 3番アベニューとジェームス・ストリート(



























































図一 2.Charles M. Robinsonによるシビックセンタープラン
( 1906年)




















図-3. Frederick MacMonnies によるシビックセンタープラン
( 1907年)



























































図-4. Edward H. Bennet t 












































99年、ダラスを美しくする会 (CleanerDallas League)が表面的な衛生改善に乗り出し、 1902年
251 
にはアメリカ都市改善連盟ダラス支部(以下 iC 1 L Jと称す)が設立された。これにより、 「
ダラスを居住に適した美しい都市にしよう J2かというスローガンの下で美化活動が展開された。




グでの実践に関して白ら作成した iTheAwakening of HarrisburgJを送り、以後、ディレイはマ
クフアーランドの協力を得て都市改善を推進するのである。








ンドの熱弁に刺激されて、ディレイを中心としてダラス都市計画・都市改善連盟 (Dallas C i ty
















Irnprovernent League)と大都市圏開発協会 CMetropolitanDevelopment Association 、以下 iM






























































2) 1906年7月、カンサスシティー環状線 (KansasCity Belt Railway)とユニオン・ディポー
鉄道 (UnionDepot Company)が合併してできた。
3) 参考文献-1，p.200 
4) 向上 ， p，200 
5) 向上 ， p，201 
6) 詳しくは文献ー3、あるいは文献-2を参照されたい。
7) 参考文献-1， p.204 
8) 同上 ， p.205 















15) 参考文献-1， p.238 
16) マクモニーズはスピアーの提案によってシビックセンターに建設が決まった rpionneerMo 
nument Jの彫像家として1907年にデンバーにやって来た。芸術委員会と彫像についての議論を重
ねるうちに、シビックセンター全体の計画も立案するように話が弾んだのである。
17) 参考文献ー1， p.247 
18) 向上 ， p.248 
19) 1880年の人口は 1万人そこそこであった。 1890年までに38，067人に増加した。 90年代は大不
況のため成長は鈍ったが、 1910年には92，104人に増え、 1920年に158，176人、 1930年には260，475
人に達した。
20) 参考文献ー1，p.257 
21) 向上 ， p.261 
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